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猿豊平区

「信頼と尊敬の医療」を法人理念に、患者さんはもとより自
分達の家族や大切な人に勧められる医療を実践します。地域に

支えられ 50 年、脳卒中や脳腫瘍などの先端治療に加え、“ふるえ”に対する
新規治療を開始します。集中治療室のケアから回復期リハビリテーション病
棟、地域包括ケア病床における在宅サポート入院にも対応します。脳ドック
での健康診断、デイケアでの専門的なリハビリテーションをご検討の方はぜ
ひご連絡ください。

かしわば記念クリニック

URL

脳神経外科・脳神経内科・循環器内科・麻酔科・
リハビリテーション科・放射線科診療科目

ナビ情報

脳神経外科・脳神経内科診療科目

柏葉脳神経外科病院 院長／寺坂 俊介

院長／藤本 真

https://www.kashiwaba-nougeka.or.jp
☎（011）851－2333（代表）

〒062-8513 
札幌市豊平区月寒東1条15丁目7番20号

診　療　時　間
月火木　9：00－17：00
水　金　9：00－12：00
土日祝日　休診

診　療　時　間
平　　日
第2・第4
土 曜 日
日 祝 日

9：00－17：00

9：00－12：00

休診

URL https://www.kashiwaba-nougeka.or.jp/kinen-clinic
☎（011）851－2580（代表）
〒062-0051 札幌市豊平区月寒東1条15丁目36番17号

●デイケアセンター 笑るむ
●訪問看護ステーション ふくずみ
●ケアプランセンター かしわば

関　連　施　設

脳血管病外来（脳動脈瘤・AVM・
もやもや病等）、FUS外来
緊急の方は24時間365日対応

脳ドック
もの忘れは
こちらへ!

予約再診、脳ドック、訪問診
療、頭痛外来、もの忘れ外来、
各種ワクチン接種、栄養指導

地下鉄東豊線
「福住駅」4番出口

福住バスターミナル3番出口

札幌ドームガスト

ヤナセ

イトーヨーカドー

JAF

柏葉脳神経外科病院

かしわば記念
クリニック

2024年秋 札幌リードタウン平岸ベースに新病院開院

社会医療法人 柏葉会
理事長 寺坂 俊介

ひとをつなぐ・

　地域とつながる・

　　未来へつなげる病院を

　新病院は、柏葉脳神経外科病院が50年間担ってきた脳と
脊髄の治療からさらに発展し、日本を代表する神経科学の拠
点病院を目指します。最新医療機器、優秀なスタッフ、２人室
や個室を中心とした病室など、患者さんにとって最良の治療
環境を整えます。新病院は患者さんの治る力を引き出すレジ
リエンスな、最先端の治療を提供するイノベーティブな、そし
て障害や年齢、国籍を超えた人々が集い・働くインクルーシブ
な病院にしたいと思っています。新病院には1000坪の緑地が
併置されます。住民の方々と共同で平岸リードタウンという
新たな街づくりにも挑戦します。緑のスペースはリハビリだ
けでなく、住民の皆さんと共に、マルシェやさまざまな行事に
も活用していきたいと考えています。

　社会医療法人柏葉会は、豊平区自衛隊札幌病院跡地の「札
幌リードタウン平岸ベース」で、24年秋に新病院を開設する。
同法人は、1971年に柏葉脳神経外科病院（144床）を開院し
て以来、50年にわたって脳と神経の専門医療を展開してい
る。数多くの脳神経外科手術を行うとともに、専門性の高い
リハビリテーションを提供。さらに各種在宅部門との連携に
より、入院から退院後の在宅まで幅広いサービスを展開して
いる。
　一方、柏葉脳神経外科病院は、老朽化による耐震不足、最
新医療機器の導入やスタッフの増員などによる建物の狭隘化
が進んだため、新病院の建設を決めた。新病院は、柏葉脳神
経外科病院の脳卒中急性期治療を主体とする、脳神経外科機
能の全般を引き継ぐ。

　ベッド数は、144床から167床へ増床。敷地面積約１万㎡
に建てる建物は、７階建て延べ１万2,195㎡の規模となる。
１階はＭＲＩ、ＣＴ、血管造影など画像検査部門を中心に、そ
れを挟むように外来診察室と救急部を配置するなど利便性の
よいレイアウトとし、救急部のエレベーターは２階手術部へ
直結させる。さらに、敷地内３分の１のスペースを占める緑
地に面してリハビリ室を設置。開放感あふれる訓練スペース
となる。
　２階は手術部とＳＣＵ（脳卒中ケアユニット）など。手術

室は３室。うち１室は最新の情報統合型手術室で、複数のモ
ニターを設置し、術前シミュレーション画像や術中モニタリ
ング画像などさまざまな情報を統括できるほか、ＶＲやＡＲ
を組み合わせた手術も可能となる予定でこうした技術によっ
て、さまざまな難手術も安全・確実にできるようにする。ま
た、高速通信を生かした遠隔コミュニケーションシステムを
導入し、地方の医師も参加しての遠隔手術も視野に入れてい
る。もう１室は、ハイブリッド手術室。ロボットアーム式の
血管造影装置を導入し、開頭手術とカテーテル治療を組み合
わせた手術戦略を展開していく。
　この２室の間には移動式ＣＴを設置。必要に応じて２室間
を移動して術中の画像検査を行えるようにする。手術部の前
にはＭＲＩも配備し、患者をほとんど移動させることなく各
種検査が可能だ。

　３～６階は病棟。２つの半円をずらした形の設計で、病室
を弧に沿って配置し、半円の中心に向かって広いフリースペ
ースを設ける。ナースステーションは最低限のスペースとし、
スタッフはフリースペース内の各所で患者さんの傍で作業す
る。すでに、同病院では電子カルテシステムにスマートフォ
ンの音声入力を導入するなど、ＩＴ化を進めている。こうし
たＩＴ技術をさらに発展させることで、場所にこだわらず、
各種作業が可能になるという。

脳と神経の最先端医療を実現

ＩＴ活用で新たな病院づくり

50年間、入院から在宅まで幅広く地域に貢献
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